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. 教育目標 r地域で学び、 地域と関わり、

地域で活躍する子ども｣
･ 知的障害を対象とする特別支援学校 (2 0 1 2 年開校)

･就労支援の充実 ･
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本校生徒の事業所就労達成に向け、
、学校での進

路指導や社会情勢について情報交換や協議を行う。
･ 児童 ･生徒数(平成2 6 年度) 企案開僚者 支緩概聞 道路部で構成o年3回o
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* 将来の｢働く生活｣ を想定し、
より実社会に適用する力を

* 地域の企業 ･支援機関との連携

e二つのコース制
* 社会生活自立コース :自立した社会生活ができることをめざす

*職業生活自立コース "賃金を得る仕事に従事する職業人をめざす

月 火 水 木 ‐金月 火 , 水 木 金

9:α〕~ ′日常生活の指導 自立活動満襲お く朝の会.マラソン) 婆謎鷁瀬
i 回数

乍QKP (着替え･リズミック･掃除)
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-ビス組
･手工芸服
･リサイクル班
･ビルメンテナンス雌

全00 ~ ･農業班

　　　　 　　　 　 総合/
生単

, 給食･休憩 鸚灘 給食企業からの
委託作業

5 .~ 因数 国教 H R続嬰富 難 家庭 音楽 殴 体育
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嬬りの会 議讓の
帰婆
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< 作業学習>
①自ら進んで働く意欲を身につける。

②働くために必要なスキルを身につける。

*人とやりとりする力(コミュニケーションスキル)
報告.連絡･相談･あいさつ･言葉づかい･返事･協調性･指示の受け入れ、
指導者との関係、情緒の安定など

*作業を行う力(作業遂行能力)
正確さ･仕事量t持続力･期限内･指示の理解･一定の能率･手順の理解
製品の取り扱いなど

*自分で作業を進める力(セルフマネージメントスキル)
状況の変化やその場に応じて、どう作業をすすめるのか計画し実行する
自分の行った作業を確認(チェック)しながら、目標となる作業を行う
自分の作業を振り返る、問題点を反省する、次の目標を決める

作業学習A (毎週月 ~ 水、金曜日)
　　　 　

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

食鈷サービス ･ 鱒 器具の取り い、 品
- としての取り い -

鉛筆立て、メッセージボード、校内整備注文品の対応(ワンオフ制作)
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* ねらい
『働く』ための実際的な力を身につける
『働くこと』に刻する視野の拡大

* 毎週 木曜日 終日実施
→誇月臥 戦翠鰹総数'

前期 (5 月 ~ 1 0 月) 1 2 回、 後期 (1 1月 ~ 3 月) 小3 回
1年生はv 2 学期から開始 (2 0 1 4 年度から)

、

* 協力企業 1 3か所に拡大
進路部 ･職業コースで検討し、 進路専任が開拓
2 ･ -3 年対象:8 企業計 年対象:5 企業

* 実習後の振り返りヲ自分の課題への気づき
職業A (S S T や職業理解の学習)
職業コース全体での事前 ･事後学習

-
‘
-湾岸群、弱巨習熟新幅広総 t 8窓な≧ " { ≧

U
- 《機ぽ



お話の仕方、お茶
出しの仕方を具体
的に教えることで、
積極的に !

t‐自分からコもニケーションをしてK か 第‐÷雑載鱗 撻だお茶の事ポリ

ツベッドメーキング、部屋の掃除など、手順を覚え正確に仕事をする

r
- 遼 柑 齪絡もf,

ら -, 一
の
鴨 ,

二人で協力して商品の並び替え、サイズの確認髻

昼休みに先輩と
の雑談や仕事
の話を聞く。

卒業生の先輩の働く姿から学ぶ;　 　
　　 　　
　

鬮孃讓讓讓讓

- ′. - - “▼ -
商品の箱詰め、作業の正確性ゞ 気ピ声ドの大切　 　　　　　　　　 　　
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秤釀讓讓壤謙彗麟議議業轆輻讓 周りの状況をみて･今祠をすべき永判断じき

　　　　　　　　　　　　　　 　　
校内実習

　 　　
　　･進路について関心･

□ 翻

a
を持つ

,

ミ
“
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自分の進路を決 内 一
定する 作業実習

･働く力･適性を
評価
･企業からの
請負作業



臨･現 場 実習
冬

･事務所内 (トイレ、休憩室、 通路) の清掃業務
･特別養護老人ホームでの清掃、 洗濯、 消毒業務
･小売店での商品出し、 補充
･宿泊所の客室の清掃、 布団敷き、 アメニテイの準備
･製造会社での機械解体業務
･自動車部品製造、イ.ンサ- ト成形、 機械部品の組立
･食堂での調理補助、

′食器洗浄
･バン製造
･惣菜の調理補助、 盛り付け
･商品の仕分け、で,ピッキング
･製糸工場での機材のつけ外し
･物流センターでの袋詰め、 リサイクル
･荷物運搬、 仕分け等

･ キャリア教育と就労支援の充実。
自分の生きがい･やりがいをもって、地域で活躍する生徒を育てる

･ 就労支援のご協力をお願し、します。
①会社見学の協力
②現場実習(職場体験)の受け入れ
③校内実習の請負い作業の提供
④作業学習の技術指導(生徒、教員を対象とした指導 )

⑤陣がい者雇用の推進
⑩その他

･職場の中での2 % の働き方を一緒に考えましよう。
陣がいの特性 ･ ･ジョブマッチング、 支援の方
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